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要な課題である。申請者は炭化水素を温和な条件下で容易に酸化する酸素添加酵素チトクロム P -450 の機能を非ポ
ルフィリン金属錯体を用いてシミュレートすることで効率的な炭化水素の酸化反応を開発すべく系統的な研究を行っ

























チトクロム P -450 と同様なオキソルテニウム種が関与した機構で反応していることを解明している。
次に，著者は上記過酸酸化を酸素酸化へと展開することに成功している。低原子価ルテニウム，鉄等の遷移金属触媒
と酸の存在下，アルデヒドと分子状酸素とから系中で過酸を発生させて，常温，常圧にてアルカンの酸素酸化を効率良




間体である 4 ーアシロキシ -β ーラクタム合成にも応用でき，精密有機合成上極めて有用である。
以上，本論文は選移金属触媒反応により不活性炭化水素およびケトン類を温和な条件下で酸化する反応を開発し，そ
の反応機構を明らかにしたもので，有機合成化学の分野に大きく貢献するものであり，工学博士として価値あるものと
認める。
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